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(但し, Rは測定値, Ro は価電子を自由電子とした場合の計算値)
托g,及びSJn に対する測定精度は士5C/O程度である｡■他の傘属に対するそれ
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三 沢 正 勝
J/-b
液体金属の電気抵抗 pに対するZ,iman の式に:･pseudo-potentialを用い
て計算 した Pの温度係数は実測値 よ7).かなり小さくなることがほ ゞ確実といわ
れ, Born 近似の妥 当性に巌問が投げかけられた1C)･ zirhan の式如 eutra1
2) の概念に基礎を置し十ていると考え られるので･こ.の点に着 目し,pseudoatom
もしイオン密度にゆちぎが起ればn~eu-trZllpseudoatom は破れ,個々のイオン
のポテンシャルも変化すると考えた占これを考嘩す る為 イーオン密度のゆちぎを
イオン電荷のゆちぎ uTiT2-Po･k'TPT ･(Z.:イオンの疲子価･Po:イオ ンの
数密度･A:等温圧縮率,T :絶対温凱 ∴k:ボルツマン軍数)として評価 し,
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